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坂　

本　

達　

彦

　

は　

じ　

め　

に

一　

城
沼
と
周
辺
町
・
村

　
（
一
）　

城
沼
の
概
要

　
（
二
）　

藩
に
よ
る
植
物
・
藻
の
採
取

二　

溜
沼
と
し
て
の
城
沼
〜
羽
附
村
御
用
留
を
素
材
に
〜

　
（
一
）　

城
沼
増
水
と
圦
樋
の
閉
鎖

　
（
二
）　

旱
害
と
臨
時
藻
浚
い

三　

城
内
・
城
沼
で
の
藻
刈
り
・
泥
浚
い

　
（
一
）　

夏
季
に
お
け
る
城
内
で
の
草
刈
り

　
（
二
）　

城
沼
・
沼
辺
で
の
藻
浚
い
と
ヨ
シ
・
カ
ヤ
刈
り

　
（
三
）　

明
治
期
に
お
け
る
沼
で
の
藻
・
植
物
採
取

四　

城
沼
の
管
理
に
関
わ
る
役
人

　

お　

わ　

り　

に ─
上
州
館
林
藩
領
城
沼
を
事
例
に

─

は　

じ　

め　

に

湖
沼
の
環
境
・
資
源
利
用
に
関
す
る
研
究
は
、
佐
野
静
代
氏
の
一
連
の
業
績
を
契
機

と
し
て
活
発
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
視
点
か
ら
の
先
行
研
究
で
は
、
管

見
の
限
り
城
郭
の
要
害
と
し
て
の
性
格
も
持
つ
沼
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、

館
林
藩
領
の
城
沼
を
対
象
と
す
る
。

図
1
は
館
林
城
と
城
沼
・
堀
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
館
林
城
の
主
郭
部
は
城
沼
に

突
き
出
た
か
た
ち
で
建
造
さ
れ
て
い
る
。
享
保
期
の
記
録
に
よ
る
と
、
水
面
か
ら
土
塁

ま
で
の
高
さ
は
、
最
も
高
い
の
は
本
丸
で
約
四
メ
ー
ト
ル
、
最
も
低
い
の
は
南
郭
・
八

幡
郭
で
約
二
．四
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
館
林
城
を
囲
む
堀
は
城
沼
と
つ
な

が
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
主
郭
部
も
沼
辺
に
含
め
、
同
所
の
周
り
の
堀
も

沼
の
一
部
と
し
て
論
を
進
め
る
。

佐
野
氏
は
近
世
城
下
町
の
水
堀
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
機
能
は
防
御
ラ

イ
ン
の
ほ
か
、
舟
運
路
と
農
業
用
水
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
城
沼
に
つ
い
て

（
1
）

（
2
）

（
3
）
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四
〇

は
、
自
治
体
史
に
お
い
て
、
館
林
城
の
要
害
と
し
て
の
機
能
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
た
め
、
藩
は
領
民
に
対
し
て
城
内
の
土
居
や
堀
の
草
刈
り
、
藻
浚
い
を
課
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
は
城
の
維
持
・
管
理
の
一
環
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
舟
運
路
と
し

て
の
利
用
も
確
認
で
き
る
。

用
水
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
孝
之
氏
の
研
究
を
あ
げ
ら
れ
る
。
氏
は
近
世
館
林
藩
領
の

沼
に
つ
い
て
検
討
し
、
史
料
文
言
で
あ
る
「
溜
沼
」
を
再
発
見
し
た
。
そ
の
上
で
、
城

沼
も
含
め
当
該
地
域
に
現
存
す
る
沼
の
特
徴
と
し
て
、
用
水
源（
溜
沼
）と
し
て
の
機
能

が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
城
沼
は
先
行
研
究
で
説
明
さ
れ
て
い
る
水

堀
の
諸
機
能
を
有
し
て
い
た
。

た
だ
し
、
先
行
研
究
に
は
問
題
点
も
存
在
す
る
。
佐
藤
氏
は
、
沿
岸
の
松
原
村
・
谷

越
村
・
当
郷
村
・
羽
附
村
な
ど
に
よ
る
城
沼
の
開
発
に
も
注
目
す
る
。
し
か
し
、
開
発

は
沼
の
面
積
の
縮
小
を
招
く
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
氏
が
提
起
し
た
溜
沼
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
十
分
に
論
じ
て
い
な
い
。
少
な
く
と
も
否
定
的
な
見
解
は
示
し
て

い
な
い
。
佐
野
氏
も
指
摘
す
る
通
り
、
従
来
、
湿
地
は
生
産
性
の
低
い
地
と
捉
え
ら

れ
、
湖
沼
の
開
発
に
つ
い
て
は
進
歩
的
な
も
の
と
捉
え
る
傾
向
が
あ
る
。
開
発
の
負
の

側
面
に
つ
い
て
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
先
述
の
通
り
、
土
居
・
堀
の
草
刈
り
や
浚
渫
に
つ
い
て
は
城
の
維
持
に
の
み

注
目
し
て
お
り
、
採
取
さ
れ
た
も
の
の
利
用
に
つ
い
て
は
関
心
が
低
い
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
さ
ら
に
、
城
沼
の
管
理
に
ど
の
よ
う
な
人
々
が
関
わ
っ
て
い
た
の
か
が
、
十

分
に
説
明
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

本
稿
は
、
城
沼
の
溜
沼
と
し
て
の
側
面
に
注
目
し
、
開
発
と
の
関
係
も
含
め
て
そ
の

役
割
を
再
検
討
す
る
。
ま
た
、
環
境
へ
の
影
響
も
考
慮
し
つ
つ
、
城
沼
や
城
内
土
居
な

ど
の
沼
辺
に
お
け
る
植
物
・
藻
の
採
取
を
、
資
源
の
確
保
と
い
う
視
点
で
見
直
す
も
の

で
あ
る
。
そ
の
際
、
沼
の
管
理
に
関
与
し
た
役
人
を
判
明
す
る
限
り
整
理
す
る
。
時
期

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

図1　館林城･城下町概略図（江戸時代後期）
出典：『館林市史 特別編第2巻 絵図と地図にみる館林』（2006年）図1-1
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四
一

的
に
は
、
主
に
井
上
家
藩
主
時
代（
天
保
七
年
〔
一
八
三
六
〕〜
弘
化
二
年〔
一
八
四
五
〕）か

ら
秋
元
家
藩
主
時
代（
弘
化
二
年
〜
明
治
維
新
）を
対
象
と
す
る
。

一　

城
沼
と
周
辺
町
・
村

（
一
）　

城
沼
の
概
要

本
節
で
は
議
論
の
前
提
と
し
て
、
城
沼
及
び
そ
の
周
囲
の
町
・
村
に
つ
い
て
述
べ
て

い
く
。
城
沼
の
面
積
は
、
天
和
二
年（
一
六
八
二
）の
記
録
に
よ
る
と
「
長
二
十
三
丁
、

横
五
丁
・
深
サ
壱
丈
、 

反
別
百
四
拾
町
」
で
あ
っ
た
。
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
城
沼
で

は
藩
の
御
用
を
除
い
て
漁
労
は
禁
止
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
堀
や
土
居
を
含
ま
な
い

狭
義
の
城
沼
と
沼
辺
の
一
部
で
は
レ
ン
コ
ン
栽
培
や
藻
浚
い
、
筵
や
茅
葺
屋
根
の
材
料

と
な
る
マ
コ
モ
や
ヨ
シ
な
ど
の
採
取
は
領
民
に
許
可
さ
れ
て
お
り
、
藩
も
ヨ
シ
・
カ
ヤ

刈
り
を
実
施
し
、
屑
カ
ヤ
を
周
辺
の
村
に
払
い
下
げ
た
。
ま
た
、
ヨ
シ
が
茂
っ
た
沼
辺

の
一
部
な
ど
は
、
開
発
対
象
地
と
な
っ
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

近
世
の
城
沼
に
は
ハ
ス
以
外
に
も
、
多
く
の
水
草
が
生
息
し
た
。
弘
化
二
年
の
「
上

毛
館
林
場
沼
所
産
水
草
図
」
に
は
、
オ
ニ
バ
ス
・
サ
ジ
オ
モ
ダ
カ
・
フ
ト
イ
・
ハ
ス
・

ヒ
ル
ム
シ
ロ
・
ア
サ
ザ
・
ヒ
シ
・
ジ
ュ
ン
サ
イ
・
サ
ヌ
キ
モ（
サ
ヌ
キ
フ
ラ
ス
コ
モ
か
）な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

続
い
て
幕
末
期
に
城
沼
に
面
し
た
村
と
町
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
松
原
村
は
城
沼

の
南
に
位
置
し
、
村
高
一
四
二
石
余
、
反
別
二
四
町
余（
田
二
町
三
反
余
・
畑
二
一
町
九
反

余
）で
、
農
間
稼
ぎ
は
、
男
は
縄
な
い
・
筵
織
り
、
女
は
木
綿
・
糸
撚
り
で
あ
っ
た
。

村
内
の
う
ち
、
沼
辺
に
御
用
地
が
存
在
し
た
。

羽
附
村（
図
2
）は
城
沼
の
南
・
東
に
位
置
し
て
お
り
、
村
高
一
八
五
七
石
余
、
反
別

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

図2　「封内経界図誌」羽附村トレース図
出典：前掲『館林市史　特別編2』図2-8を一部改変

沼・川（用水）
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四
二

二
八
六
町
七
反
余（
田
九
二
町
余
・
畑
一
九
四
町
六
反
余
）で
あ
っ
た
。
当
村
は
次
節
で
取

り
上
げ
る
の
で
、
若
干
詳
述
す
る
。
沼
辺
に
は
藩
主
も
花
見
を
す
る
躑
躅
ヶ
崎
が
あ
り
、

城
沼
の
洗
堰
も
存
在
し
た
。
ま
た
、
村
内
東
部
に
は
後
述
す
る
旱
沼
が
あ
っ
た
。
農
間

稼
は
、
男
は
縄
な
い
・
筵
織
り
、
女
は
木
綿
・
糸
撚
り
で
あ
っ
た
。
な
お
、
当
村
で

は
近
世
に
沼
辺
の
開
発
が
進
み
、
新
開
場
が
存
在
し
た
。
ま
た
、
宝
永
期
及
び
宝
暦
期

に
は
御
林
六
町
八
反
余
と
百
姓
野
銭
林
四
反
六
畝
余
が
あ
り
、
と
も
に
野
銭
を
上
納
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
林
野
か
ら
草
肥
な
ど
を
採
取
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
で
、
幕
末
期
に
は
御
林
・
野
銭
林
は
確
認
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
林
野
の
開
発

も
進
ん
で
い
た
と
言
え
る
。

当
郷
村
は
城
沼
の
北
に
位
置
し
、
村
高
二
八
三
三
石
三
斗
余
、
反
別
は
二
六
六
町
二

反
余（
田
一
二
五
町
三
反
余
・
畑
一
四
〇
町
八
反
余
）で
あ
っ
た
。
農
間
稼
ぎ
は
、
男
は
縄
な

い
・
筵
織
り
、
女
は
木
綿
・
糸
撚
り
で
あ
っ
た
。
村
内
に
は
館
林
城
の
外
伴
木
門
と
城

下
町
の
佐
野
口
・
加
法
師
口
が
あ
る
。
外
伴
木
門
と
加
法
師
口
周
辺
に
御
用
地
が
存
在

し
た
。

館
林
城
の
存
在
し
た
館
林
町
は
図
1
に
あ
る
通
り
、
沼
の
西
に
位
置
し
た
。
無
高

で
、
商
渡
世
の
間
に
男
は
農
業
、
女
は
女
糸
撚
り
・
機
織
り
を
行
っ
て
い
た
。

（
二
）　

藩
に
よ
る
植
物
・
藻
の
採
取

先
述
し
た
通
り
、
城
内
の
土
居
・
堀
や
城
沼
で
は
藻
類
や
植
物
が
採
取
さ
れ
て
い
た
。

弘
化
期
に
は
城
内
の
堀
の
藻
浚
い
に
つ
い
て
は
実
施
時
期
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
が
、
土
居
の
草
刈
り
は
、
五
月
と
九
月
の
節
句
前
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
な

お
、
享
保
期
の
「
在
方
覚
」
に
は
「
夏
土
用
中
一
度
ツ
ヽ
城
内
堀
之
中
水
草
為
取
之
候

節
者
人
足
百
姓
郡
役
ニ
て
相
勤
来
、
飯
料
為
取
不
申
候
」
と
あ
り
、
当
時
は
立
秋
前
に

二
回
、
村
々
か
ら
集
め
ら
れ
た
人
足
に
よ
り
、
堀
内
の
浚
渫
が
実
施
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

藻
浚
い
・
草
刈
り
人
足
に
つ
い
て
は
、
井
上
家
時
代
は
領
内
三
七
ヶ
村
に
人
足

二
三
三
二
人
分
を
高
割
で
割
当
て
い
る
の
に
対
し
、
秋
元
家
時
代
の
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）で
は
二
七
ヶ
村
が
負
担
し
た
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
時
期
に
よ
り
負
担
す

る
村
数
な
ど
が
変
動
し
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
領
主
に
よ
る
沼
辺
で
の
植
物
の
採
取
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
弘
化
三
年
の
館
林

藩
主
井
上
家
が
転
封
時
に
作
成
し
た
、
秋
元
家
へ
の
引
き
継
ぎ
の
記
録
で
あ
る
「
館
林

藩
史
料
」
に
「
羽
附
村
之
内
屋
敷
尻
城
沼
端
ニ
有
之
候
、
葭
萱
年
々
領
主
入
用
ニ
苅
取

申
候
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
藩
は
城
沼
に
面
し
た
村
に
お
い
て
も
必
要
な
ヨ
シ
・
カ

ヤ
を
採
取
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
掲
し
た
「
在
方
覚
」
に
よ
る
と
「
羽
附
村
・
当
郷

村
之
内
屋
敷
尻
、
城
沼
端
ニ
有
之
候
葭
・
萱
年
々
手
前
入
用
苅
取
申
候
」
と
あ
り
、
享

保
期
に
は
、
羽
附
村
と
当
郷
村
の
城
沼
の
沼
辺
な
ど
で
採
取
し
て
い
た
。
弘
化
期
に
は

当
郷
村
の
名
が
確
認
で
き
な
い
が
、
書
き
落
と
し
か
、
採
取
地
が
変
更
さ
れ
た
の
か
は

不
明
で
あ
る
。
御
用
地
の
存
在
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
植
物
は
、
史
料
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
使
用
を
前
提
と
し
て
採
取
し
て
い

た
。
ま
た
、
藩
が
採
取
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
範
囲
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
は
あ

る
が
、
村
々
に
は
自
村
内
で
あ
っ
て
も
自
由
な
植
物
の
採
取
が
許
さ
れ
て
い
な
い
場
所

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

先
述
の
通
り
、
領
民
へ
採
取
物
の
払
い
下
げ
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
た
。
沼
周
辺
の

村
々
の
生
業
と
し
て
縄
な
い
や
筵
織
り
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
藩
に
よ
り
採

取
さ
れ
た
も
の
の
一
部
は
、
そ
の
材
料
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
近
世
か
ら
近

代
に
か
け
て
館
林
城
周
辺
で
は
植
物
・
泥
・
藻
類
が
肥
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の

で
、
近
世
の
城
沼
で
採
取
さ
れ
た
も
の
も
同
様
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
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近
世
「
溜
沼
」
の
機
能
と
環
境
維
持

四
三

な
お
、
一
般
的
に
、
肥
料
と
し
て
の
水
辺
の
植
物
の
刈
取
り
は
撹
乱
作
用
も
あ
り
水

草
群
の
多
様
性
維
持
に
貢
献
し
、
植
生
の
多
様
性
を
保
つ
効
果
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
水
辺
の
植
物
の
採
取
は
、
遷
移
の
停
止
と
ス
ス
キ
草
地
の
維
持
・

更
新
の
効
果
も
あ
っ
た
。
遷
移
を
停
止
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
貯
水
量
維
持
に
も
貢
献

し
た
と
言
え
よ
う
。

二　

溜
沼
と
し
て
の
城
沼
〜
羽
附
村
御
用
留
を
素
材
に
〜

（
一
）　

城
沼
増
水
と
圦
樋
の
閉
鎖

先
述
し
た
通
り
、
本
稿
の
課
題
の
一
つ
は
溜
沼
の
機
能
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
あ

る
。
本
節
で
は
、
水
害
の
年
と
旱
害
の
年
を
事
例
に
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
い
。
使
用

す
る
史
料
は
城
沼
に
面
す
る
羽
附
村
の
御
用
留
で
あ
る
。

ま
ず
、
水
害
時
の
事
例
を
見
て
い
こ
う
。
嘉
永
四
年（
一
八
五
一
）は
多
雨
で
あ
り
、

羽
附
村
は
二
段
樋
を
閉
め
て
対
応
し
た
。
次
の
史
料
に
あ
る
通
り
、
こ
の
行
為
が
問
題

化
す
る
の
で
あ
る
。

【
史
料
1
】

　
　

覚

此
節
柄
雨
天
続
ニ
而
御
沼
水
増
、
専
一
蓮
根
ニ
相
障
り
其
外
新
開
場
田
仕
付
等
難

義
罷
在
候
間
、
二
段
樋
明
ケ
外
シ
置
候
処
、
途
中
へ
土
俵
積
置
候
趣
、
依
之
早
々

取
払
へ
被
下
度
頼
入
候
、
若
し
差
障
り
有
之
候
ハ
ヽ
、
早
々
右
之
段
申
聞
有
之
度

存
候
、
早
々
以
上

　
　

五
月
廿
八
日�

竹
木
掛
り　
　
　
　

�

羽
附
村
名
主
中　
　
　
　
　
　

城
沼
で
は
増
水
に
よ
り
レ
ン
コ
ン
栽
培
と
新
開
場
の
田
植
え
に
差
し
障
り
が
発
生
し

た
。
そ
の
た
め
、
二
段
樋
を
開
放
し
た
と
こ
ろ
、
羽
附
村
は
土
の
う
を
積
ん
で
排
水
を

妨
害
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
竹
木
掛
は
羽
附
村
に
土
の
う
の
排
除
を
依
頼

し
た
。

差
し
出
し
で
あ
る
竹
木
掛
に
つ
い
て
は
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
史
料
に
あ
る
二
段
樋

と
は
、
城
沼
の
出
水
口
の
一
つ
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
幕
府
の
御
普
請
対
象
で

あ
っ
た
。
宝
永
四
年（
一
七
〇
七
）の
記
録
に
よ
る
と
、
羽
附
村
に
は
長
九
尺
・
横
三
尺

で
「
御
公
儀
様
ゟ
御
入
用
被
下
」
る
樋
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
が
二
段
樋
で
あ
ろ

う
。次

に
、
こ
の
よ
う
な
行
為
に
及
ん
だ
羽
附
村
の
主
張
を
確
認
す
る
。
藩
の
代
官
所
に

提
出
し
た
願
書
の
写
し
を
掲
げ
る
。

【
史
料
2
】

　
　
　
　
　
　
　
　

 

覚

一
今
般
別
紙
御
配
賦
拝
見
仕
、
村
役
人
共
当
惑
い
た
し
一
同
相
談
仕
候
処
、
右
之

土
俵
堰
取
払
へ
、
一
時
御
沼
之
水
落
シ
候
而
者
、
旱
沼
見
取
田
水
冠
ニ
可
相
成

与
奉
存
、
且
又
十
日
茂
天
気
続
候
ハ
ヽ
、
御
沼
用
水
之
田
地
拾
四
町
之
仕
付
、

草
耕
ニ
差
支
候
ニ
付
当
惑
之
趣
、
竹
木
方
御
掛
り
様
江
言
上
仕
候
処
、
其
砌
り

被
仰
聞
候
ハ
、
然
者
取
払
へ
候
事
迷
惑
ニ
有
之
ハ
半
外
ニ
茂
可
致
様
取
計
へ
可

申
旨
被
仰
付
候
間
、
尚
又
相
談
仕
、
洗
堰
之
破
損
新
堀
堤
通
り
之
浅
所
等
も
繕
、

当
分
雨
天
中
二
段
樋
水
上
之
土
俵
堰
半
外
シ
ニ
茂
可
仕
様
御
請
可
申
与
奉
存
、

中
々
何
日
之
夜
共
聢
与
相
知
不
申
候
得
共
、
何
者
之
所
業
ニ
御
座
候
哉
、
夜
中

ニ
右
之
堰
取
崩
候
、
其
上
大
雨
降
続
候
故
、
旱
沼
見
取
田
水
冠
ニ
相
成
、
其
外

窪
地
之
本
田
迄
水
入
ニ
相
成
実
々
難
渋
至
極
ニ
奉
存
候
、
右
様
之
儀
ニ
候
而
ハ

迚
茂
土
俵
堰
ハ
無
詮
事
ニ
候
間
、
何
卒
格
別
之
御
憐
愍
ヲ
以
前
々
之
通
リ
二
段

（
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）



近
世
「
溜
沼
」
の
機
能
と
環
境
維
持

四
四

樋
〆
切
、
鍵
ハ
村
役
人
江
御
預
ケ
被
下
置
候
様
偏
ニ
奉
願
上
候
、
右
願
之
通
り

御
聞
済
被
成
下
置
候
ハ
ヽ
、
村
役
人
者
不
及
申
上
ル
、
小
前
一
同
相
助
難
有
仕

合
奉
存
候
、
以
上

　
　

嘉
永
四
年
亥
六
月�

羽
附
村　

井
筋
下
世
話　
　
　
　
　

利
兵
衛　
　
　
　

同　
　

藤
兵
衛　
　
　
　

百
姓
代　

佐
右
衛
門　
　
　

組
頭　
　

八
五
郎　
　
　
　

名
主　
　

喜
兵
衛　
　
　
　

同　
　
　

瀬
左
衛
門　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

御
代
官
様
御
役
所

す
な
わ
ち
、
羽
附
村
は
土
の
う
を
取
り
払
う
と
、
村
内
の
旱
沼
の
見
取
田
が
冠
水
す

る
の
で
困
難
で
あ
る
こ
と
を
上
申
し
た
と
こ
ろ
、
竹
木
掛
か
ら
は
半
分
の
土
の
う
を
外

す
よ
う
に
指
示
を
受
け
た
。
こ
れ
に
対
し
、
村
側
は
相
談
の
う
え
、
洗
堰
の
破
損
部
の

修
理
と
「
堀
堤
通
り
浅
所
」
の
繕
い
を
条
件
と
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
堰
が
何
者
か

に
破
壊
さ
れ
、
そ
の
後
雨
天
も
続
い
た
た
め
、
旱
沼
の
見
取
田
や
窪
地
の
本
田
が
水
没

し
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
同
時
に
以
前
の
通
り
二
段
樋
の
閉
め
切
り
を
願
っ
て
い

る
。当

時
、
羽
附
村
は
二
段
樋
に
土
の
う
を
積
ん
で
自
衛
し
、
洗
堰
も
破
壊
の
被
害
を
受

け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
堰
か
ら
の
出
水
も
抑
制
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
史

料
か
ら
わ
か
る
通
り
、
二
段
樋
か
ら
旱
沼
に
水
を
引
い
て
い
た
。
図
2
に
よ
る
と
旱
沼

に
は
、
城
沼
の
東
岸
に
あ
る
弁
天
の
東
か
ら
水
が
流
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

あ
た
り
に
樋
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
竹
木
掛
か
ら
の
指
示
に
対
し
、
代
官

所
に
出
願
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
掛
は
代
官
管
下
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。

さ
ら
に
次
に
掲
げ
る
羽
附
村
の
役
人
が
作
成
し
た
願
書
か
ら
、
二
段
樋
の
先
例
と
村

人
の
認
識
す
る
城
沼
の
機
能
が
判
明
す
る
。

【
史
料
3
】

　
　
　
　
　
　

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

一
当
村
本
田
六
拾
町
三
反
余
之
内
、
字
野
木
前
坪
よ
り
遠
猿（

榎
カ
）郷
坪
与
申
候
耕
地

迄
ヲ
拾
四
町
耕
地
与
申
候
ハ
、
井
水
用
水
無
之
御
沼
用
水
之
田
地
ニ
御
座
候
、

依
之
御
先
々
代
様
御
在
城
中
二
段
樋
之
儀
者
御
沼
縁
萱
苅
之
節
、
田
方
用
水
之

時
節
、
外
ハ
年
中
〆
切
ニ
致
、
余
水
者
洗
堰
ゟ
落
候
故
、
御
沼
之
水
十
分
ニ
有

之
候
得
者
、
田
方
根
入
草
耕
之
時
節
旱
魃
ニ
候
而
も
用
水
無
差
支
行
届
キ
申
候

義
ニ
御
座
候
、
依
而
御
沼
之
儀
者
第
一
ハ
御
要
害
、
次
ニ
ハ
田
方
用
水
之
溜
井

之
由
、
古
ゟ
老
人
之
申
伝
ニ
及
承
候
、
其
詮
者
従　

御
公
儀
様
毎
年
郡
中
御
普

請
御
掛
り
様
御
見
分
被
下
、
圦
樋
破
損
之
繕
、
或
伏
替
堤
洩
所
ニ
至
迄
御
目
論

見
被
下
、
人
足
御
割
賦
被
下
置
候
、
且
又
御
定
之
年
限
来
候
得
者
、
諸
色
人
足

賃
御
入
用
等
迄
御
手
当
被
下
置
候
義
ニ
御
座
候
、
然
ル
処
ニ
近
年
右
之
圦
樋
年

中
明
外
シ
鍵
附
ニ
被
成
置
、
御
沼
之
水
落
シ
候
而
ハ
、
摘
田
苗
代
之
時
節
旱
魃

候
時
ハ
右
拾
四
町
耕
地
ニ
不
限
本
田
六
拾
町
余
之
苗
代
八
九
分
ハ
御
沼
用
水
之

田
地
江
仕
込
候
間
、
当
村
本
田
惣
町
歩
違
作
之
基
ニ
可
相
成
与
奉
存
、
百
姓
共

安
心
無
之
実
ニ
難
渋
仕
罷
在
候
、
依
之
此
度
御
願
申
候
者
、
何
卒
格
別
之
御
慈

悲
ヲ
以
右
之
圦
樋
前
々
之
通
り
御
〆
切
被
成
下
置
、
鍵
ハ
村
役
人
御
預
ケ
候

ハ
ヽ
、
小
前
之
者
共
不
及
申
上
、
私
共
迄
一
同
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上

　
　

嘉
永
四
年
七
月�

羽
附
村　
　
　
　
　
　
　

井
筋
下
世
話　
　
　
　

村
役
人　
　
　

（
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）



近
世
「
溜
沼
」
の
機
能
と
環
境
維
持

四
五

　
　
　
　

御
代
官
様
御
役
所

右
の
史
料
に
よ
る
と
、
村
内
本
田
六
〇
町
余
の
う
ち
一
四
町
は
城
沼
の
水
に
頼
っ
て

い
る
と
述
べ
て
い
る
。
城
沼
の
水
は
洗
堰
の
み
で
は
な
く
、
二
段
樋
か
ら
も
取
水
し
て

い
た
が
、
越
智
松
平
家
時
代
ま
で
は
沼
縁
の
カ
ヤ
刈
り
、
田
方
用
水
の
季
節
以
外
は
閉

め
切
り
で
、
そ
の
期
間
は
洗
堰
の
み
か
ら
配
水
し
て
い
た
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
城
沼
の
機
能
は
第
一
が
要
害
、
第
二
が
田
方
用
水
の
「
溜
井
」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
二
段
樋
は
幕
府
の
保
護
下
に
あ
り
、「
近
年
」（
井
上
氏
藩
主
時
代
か
）樋
口
は
年
中

開
放
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
干
ば
つ
時
に
は
摘
田
や
苗
代
の
時
期
に
差
し
支
え
が

出
る
と
主
張
す
る
。
苗
代
に
つ
い
て
は
、
村
内
の
七
・
八
割
は
城
沼
の
水
を
用
い
て
い

る
と
述
べ
て
い
る
。

本
出
願
の
結
末
は
不
明
で
あ
る
が
、
右
の
三
点
の
史
料
か
ら
次
の
事
実
が
判
明
す

る
。
近
世
の
羽
附
村
に
は
城
沼
の
貯
水
・
排
水
設
備
と
し
て
洗
堰
と
二
段
樋
が
存
在

し
、
こ
れ
ら
に
よ
り
水
量
を
調
節
し
て
い
た
。
二
段
樋
は
、
か
つ
て
は
時
期
を
限
定
し

て
開
放
さ
れ
て
い
た
が
、
天
保
期
頃
か
ら
嘉
永
期
に
は
通
年
開
く
よ
う
に
な
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
城
沼
の
貯
水
量
は
減
少
し
た
。
こ
の
変
更
の
要
因
は
、
史
料
1
に
あ
る
通

り
、
城
沼
の
新
開
地
耕
作
と
レ
ン
コ
ン
栽
培
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
結
果
、
羽
附
村
は

旱
害
・
水
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
羽
附
村
は
城
沼
が
城
の
要
害
と
用
水
源
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
た
。
こ
の

点
は
先
行
研
究
で
の
指
摘
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
羽
附
村
は
無
自
覚
で
あ
る
が
、

城
沼
に
は
も
う
一
つ
の
役
割
が
存
在
し
た
。
す
な
わ
ち
、
調
節
池
と
し
て
の
機
能
で
あ

る
。
二
段
樋
を
閉
じ
、
水
を
城
沼
内
に
留
め
る
こ
と
で
、
羽
附
村
へ
の
水
害
リ
ス
ク
を

軽
減
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
幕
末
期
に
は
城
沼
の
新
開
地
で
の
耕
作
や
レ
ン

コ
ン
栽
培
が
優
先
さ
れ
た
た
め
、
竹
木
掛
は
樋
の
開
放
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

（
二
）　

旱
害
と
臨
時
藻
浚
い

次
に
水
不
足
の
年
を
見
て
い
こ
う
。
嘉
永
五
年（
一
八
五
二
）は
旱
害
の
年
で
あ
り
、

羽
附
村
周
辺
の
用
水
で
は
、
次
の
よ
う
な
対
応
を
確
認
で
き
る
。

【
史
料
4
】

　
　
　
　
　

覚

も
か
り　

千
塚
ほ
ふ
き
ん
の
松
江
向

一
人
足
九
人
内
四
人
上

五
人
下　
　

伊
谷
田
堀
千
塚
宝
勤
之
松
江
向
御
差
出
可
被
下
候

同　

四
ツ
谷
稲
荷
江
向

一
人
足
九
人
五
人
上

四
人
下　
　
　

私
共
村
方
地
内
伊
谷
堀
分
水
口
ゟ
樋
口
迄

　
　

〆
人
足
拾
八
人

　
　
　
　

外
ニ
御
才
料
御
壱
人
御
差
出
可
被
下
候

右
者
此
度
田
方
植
付
用
水
不
足
ニ
付
、
高
百
石
ニ
付
壱
人
宛
々
之
積
り
ニ
て
藻
苅

仕
度
段
、
新
当
郷
・
田
谷
村
ゟ
申
来
り
候
ニ
付
、
此
段
以
書
付
申
上
候
、
時
節
柄

ニ
者
御
座
候
得
共
、
無
間
違
様
ニ
御
差
出
し
可
被
下
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

　
　

子
五
月
十
七
日�

四
ツ
谷
村　
　
　
　
　

名
主　

甚
五
右
衛
門

田
谷
村　
　
　
　
　
　

名
主　

多
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　

羽
附
村　

御
名
主
中
様

右
の
史
料
か
ら
、
用
水
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
伊
谷
田
堀
に
お
い
て
藻
刈
り
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
史
料
3
で
見
た
通
り
、
羽
附
村
に
と
っ
て
城
沼
は
重
要
な
用
水
源
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
類
似
の
事
例
を
確
認
で
き
る
。

（
29
）

（
30
）
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【
史
料
5
】

　
　
　
　
　
　
　
　

覚

其
村
方
ゟ
昨
日
願
出
候
二
段
樋
水
上
藻
苅
土
揚
等
之
儀
、
御
聞
届
ニ
相
成
候
間
、

早
々
取
掛
り
精
々
可
致
候
、
尤
何
日
ゟ
取
掛
り
候
儀
、
早
々
可
申
出
候
、
以
上

　
　

六
月
九
日�

谷
田
貝
多
仲　
　
　

藤
牧
弥
十
郎　
　
　

羽
附
村
名
主
中　
　
　
　
　
　

こ
の
よ
う
に
、
旱
害
の
年
は
羽
附
村
役
人
の
出
願
に
よ
り
二
段
樋
で
も
夏
季
に
臨
時

の
藻
刈
り
、
土
の
浚
渫
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
採
取
を
許
可
し
た
谷
田
貝
・

藤
巻
は
藩
の
代
官
を
務
め
て
い
る
。
代
官
は
、
用
水
確
保
の
た
め
二
段
樋
周
辺
に
お
け

る
藻
刈
り
・
浚
渫
の
許
可
権
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
本
節
を
小
括
し
よ
う
。
羽
附
村
内
に
は
、
城
沼
の
出
水
口
と
し
て
幕
府
の
御

普
請
対
象
と
な
っ
て
い
る
洗
堰
と
二
段
樋
が
存
在
し
た
。
旱
魃
の
年
に
は
用
水
や
二
段

樋
の
周
辺
で
臨
時
の
植
物
採
取
や
泥
の
排
除
が
行
わ
れ
て
お
り
、
農
繁
期（
夏
季
）の
藻

刈
り
・
土
揚
げ
は
用
水
確
保
の
効
果
が
あ
っ
た
。

幕
末
期
の
城
沼
で
は
、
水
位
を
下
げ
る
た
め
に
二
段
樋
を
常
時
開
放
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
近
世
中
期
以
降
、
沼
辺
の
開
発
が
進
む
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
幕
末
期
に

お
い
て
は
遷
移
に
加
え
、
城
沼
の
水
を
抜
い
て
い
る
た
め
、
陸
地
化
・
湿
地
帯
化
し
た

沼
の
周
囲
が
開
発
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
羽
附
村
は
旱
害
の
年

は
用
水
不
足
、
多
雨
の
年
は
水
害
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
嘉
永
四
年
の
城
沼
増
水
時
に
は
羽
附
村
の
住
民
が
二
段
樋
か
ら
の
排
水
を
妨
害
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
を
鑑
み
る
と
、
城
沼
は
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
要

害
・
舟
運
路
・
用
水
源
に
加
え
、
水
害
を
軽
減
す
る
調
節
池
で
も
あ
っ
た
と
評
価
で
き

よ
う
。

三　

城
内
・
城
沼
で
の
藻
刈
り
・
泥
浚
い

（
一
）　

夏
季
に
お
け
る
城
内
で
の
草
刈
り

本
稿
の
課
題
の
二
点
目
は
、
城
沼
と
沼
辺
で
刈
り
取
ら
れ
た
植
物
・
藻
類
を
資
源
と

し
て
再
評
価
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
節
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
一
で

述
べ
た
通
り
、
館
林
城
内
の
土
居
で
は
草
刈
り
、
堀
で
は
浚
渫
作
業
が
行
わ
れ
て
い

た
。
二
で
の
検
討
を
踏
ま
え
る
と
、
夏
季
の
藻
浚
い
や
土
揚
げ
は
用
水
を
確
保
す
る
た

め
に
も
有
益
な
行
為
で
あ
っ
た
。

先
述
の
通
り
、
夏
季
に
は
土
居
や
堀
内
に
お
い
て
草
刈
り
と
、
藻
浚
い
が
行
わ
れ
て

い
た
。
羽
附
村
の
御
用
留
は
、
井
上
家
が
藩
主
時
代
の
分
は
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
ま

ず
秋
元
家
時
代
を
確
認
す
る
。
安
政
期
に
人
足
が
割
り
当
て
ら
れ
た
村
は
表
・
図
3
の

通
り
で
あ
る
。
近
隣
の
み
で
は
な
く
、
遠
方
の
村
も
負
担
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
井

上
家
時
代
よ
り
村
数
が
減
っ
て
い
る
が
、一
部
が
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
た
め
で
あ
る（
表

備
考
参
照
）。
幕
末
期
に
は
こ
れ
ら
の
人
足
に
賃
銭
が
支
給
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る（
史
料

内
の
括
弧
は
筆
者
注
、
以
下
同
）。

【
史
料
6
】

　
　
　
　
　
　
　
　

覚

一
金
壱
両
弐
分
弐
朱
也　
　
　
　
　
　
　

羽
附
村

右
者
当
御
城
内
御
土
居
通
り
草
苅
人
足
賃
銭
、
前
書
割
合
之
通
り
来
ル
十
八
日
迄

ニ
中
村
新
重
郎
方
へ
御
持
参
可
被
下
候
、
此
廻
状
早
々
御
順
達
留
り
御
村
方
ゟ
御

返
却
可
被
成
候
、
以
上

　
　

亥（
嘉
永
四
年
）
五
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　

郷
割
元

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）
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七

　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村
々
御
名
主
中

史
料
に
あ
る
通
り
、
郷
割
元
よ
り
羽
附
村
に
対
し
て
金
銭
を
請
求
し
て
お
り
、
人
足

に
支
給
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
人
足
が
採
取
し
た
植
物
は
ど
の
よ
う
に
処
分
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
夏
季
の
カ
ヤ
な
ど
は
茎
に
養
分
が
含
ま
れ
る
の
で
肥
料
に
使
用
で
き
、

実
際
近
隣
の
越
名
沼
や
赤
麻
沼
で
は
藻
・
植
物
・
泥
は
肥
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

当
該
期
の
状
況
は
不
明
で
あ
る
が
、
次
に
若
干
時
期
を
遡
っ
て
越
智
松
平
家
が
藩
主

で
あ
っ
た
文
政
四
年（
一
八
二
一
）の
事
例
を
紹
介
す
る
。

【
史
料
7
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚

一
人
足
百
人
内
五
拾
人　

廿
六
日　
上下　

馬
弐
疋　
上下

　
　
　
　
　
　

五
拾
人　

廿
七
日　
上下　

馬
弐
疋　
上下

　
　
　

持
物
鎌
銘
々

右
者
御
城
内
草
苅
明
後
廿
六
日
・
廿
七
日
両
日
共
、
暁
六
ツ
半
時
、
丸
外（
戸
）張
御
門

前
へ
留（

マ
マ
）天
可
差
出
候
、
且
又
草
苅
取
其
日
限
引
取
可
申
候
、
以
上

　
　
　
　

四
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　

郡
役
所　

才
料　

廿
六
日
茂
兵
衛

�

廿
七
日
十
郎
右
衛
門　

右
は
城
内
に
お
け
る
草
刈
人
足
の
供
出
を
命
じ
る
廻
状
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

人
足
は
外
郭
の
入
り
口
で
あ
る
丸
戸
張
門
前
に
集
合
し
、
道
具
も
持
参
し
て
い
た
こ
と

が
判
明
す
る
。
刈
り
取
っ
た
草
は
、
当
日
に
限
り
人
足
が
引
き
取
る
こ
と
を
許
さ
れ
て

い
る
。
馬
も
草
の
運
搬
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
採
取
物
の
一

部
は
人
足
が
持
ち
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
対
価
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
、
無

料
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
用
途
と
し
て
は
、先
述
し
た
草
肥
な
ど
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

井
上
家
時
代
に
も
、
人
足
に
は
扶
持
米
五
合
、
馬
に
は
一
升
が
支
給
さ
れ
た
と
あ
り
、

少
な
く
と
も
こ
の
頃
ま
で
は
人
足
に
加
え
て
馬
も
動
員
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
35
）

（
36
）

（
37
）

図3　御堀藻浚・御土居草刈を務める村　※安政2年（1855）「封内経界図誌」による。
出典：前掲『館林市の里沼』図6-2-2
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表
に
あ
る
通
り
、
安
政
期
に
城
内
の
草
刈
り
に
人
足
を
出
す
村
々
は
善
光
寺
村
を
除

き
、
金
銭
を
上
納
す
る
こ
と
に
よ
り
草
肥
を
採
取
で
き
る
御
林
・
野
銭
林
が
存
在
し
な

い
。
羽
附
村
の
よ
う
に
近
世
中
期
に
存
在
し
た
林
野
が
消
滅
し
た
村
も
存
在
す
る
。
秣

場
が
存
在
す
る
村
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
近
世
中
期
段
階
で
成
島
村
に
あ
る
大
谷
原

の
草
札
を
所
持
し
て
い
る
村
も
複
数
確
認
で
き
、
こ
れ
ら
の
村
は
村
内
の
採
草
地
が
皆

無
ま
た
は
狭
小
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
村
々
に
と
っ
て
、
城
内
の
植
物

は
非
常
に
魅
力
的
な
肥
料
源
で
あ
ろ
う
。

史
料
7
に
よ
る
と
、
土
居
の
草
刈
り
人
足
が
草
を
引
き
取
れ
る
の
は
当
日
限
り
と

な
っ
て
い
る
。
人
足
が
残
し
た
草
の
一
部
は
払
い
下
げ
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
実

際
、
年
未
詳
の
覚
書
に
は
三
の
丸
下
・
二
の
丸
・
八
幡
下
・
稲
荷
下
の
カ
ヤ
・
ヨ
シ
・

屑
カ
ヤ
の
束
数
と
金
額
が
記
さ
れ
た
書
付
を
確
認
で
き
る
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

四
ッ
谷
村
の
人
足
が
残
し
た
も
の
を
、
他
村
が
購
入
し
た
と
も
取
れ
る
記
述
が
存
在
す

る
。
少
な
く
と
も
、
売
買
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
金
銭
も
記
載
さ
れ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。
な
お
、
城
沼
周
辺
の
河
川
・
用
水
で
の
藻
刈
り
で
は
、
そ
の
伐
り
流
し
を

禁
じ
、
陸
上
に
取
り
上
げ
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
水
流
を
妨
げ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
も
同
様
に
肥
料
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
38
）

（
39
）

現自治体 村名 御林 野銭林 延享3年大谷原御林
草札（人／馬）

邑楽町 中野 無 無 無
光善寺 無 8町5反8畝2歩 無

館林市 傍示塚 無 無 15 ／ 6
上早川田 無 無 無
下早川田 無 無 無
足次 無 無 50 ／ 64
岡野 無 無 10 ／ 8
新当郷 無 無 無
田谷 無 無 無
四ッ谷 無 無 無
松原 無 無 無
羽附 無 無 無
近藤分 無 無 無
堀工 無 無 無
上三林 無 無 89 ／ 0
下三林 無 無 34 ／ 11
新上三林 無 無 無
入ヶ谷 無 無 9 ／ 11

明和町 矢島 無 無 41 ／ 8
南大島 無 無 40 ／ 32
中谷 無 無 18 ／ 14
新里 無 無 19 ／ 28
田島 無 無 17 ／ 25
大佐貫 無 無 36 ／ 12
江口 無 無 3 ／ 19
梅原 無 無 11 ／ 24

板倉町 籾谷 無 無 無

【表】堀藻浚・土居草刈を務める村 （々安政2年）

出典：前掲『近世館林の歴史』、「封内境界図誌」（前掲『館林市史　資料
編4』）、拙稿「江戸時代の成島村御林・野銭林について」（『おはらき』3、
2009年）。
備考：井上家藩主時代は上記の村に加え、青柳・鶉・木戸・赤堀・狸
塚・高根・日向・赤生田・鶉新田・川俣村も努めた（前掲『館林市誌』）。

ま
た
、
史
料
の
残
存
状
況
も
あ
り
断
言
は

で
き
な
い
が
、
秋
元
家
藩
主
時
代
の
羽
附
村

の
御
用
留
に
は
、
史
料
7
の
よ
う
な
廻
状
を

確
認
で
き
な
い
。
嘉
永
期
の
郷
割
元
か
ら
の

廻
状
は
具
体
的
な
人
足
の
数
は
記
さ
れ
ず
、

「
例
之
通
り
御
村
々
割
付
場
所
」
へ
差
し
出

す
よ
う
に
命
じ
、
人
足
に
対
し
て
「
兼
而
御

談
申
候
通
り
苅
取
方
并
跡
片
付
等
念
入
」
申

し
付
け
る
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
。
秋
元
家

時
代
も
刈
り
取
っ
た
草
の
始
末
ま
で
村
に
任

さ
れ
て
お
り
、
代
金
の
有
無
は
不
明
で
あ
る

が
、
採
取
物
は
引
き
続
き
人
足
が
一
定
量
持

ち
帰
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
方
、
文
政

期
の
御
用
留
は
史
料
6
の
よ
う
な
廻
状
を
発

見
で
き
な
か
っ
た
。
賃
銭
で
は
な
く
、
井
上

家
時
代
と
同
じ
く
扶
持
米
が
支
給
さ
れ
た
の

（
40
）
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九

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
先
述
の
通
り
、
人
足
を
負
担
す
る
村
数
も
時
期
に
よ
り
異

な
っ
て
お
り
、
何
ら
か
の
制
度
変
更
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）　

城
沼
・
沼
辺
で
の
藻
浚
い
と
ヨ
シ
・
カ
ヤ
刈
り

本
項
で
は
、
城
沼
や
沼
辺
で
の
植
物
や
藻
の
採
取
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
二
で
み
た

通
り
、
水
中
の
植
物
や
藻
類
は
用
水
源
と
し
て
の
城
沼
に
と
っ
て
、
そ
の
機
能
を
低
下

さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
藩
は
夏
季
に
沼
で
の
藻
浚
い
を
実
施
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、

村
人
が
請
け
負
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
写
し
の
た
め
文
意
不
明
の
部
分
も
あ
る
が
、
次
に

史
料
を
掲
げ
る
。

【
史
料
8
】 

　
　
　
　
　
　
　
　

乍
恐
以
書（
付
脱
）御
請
奉
申
上
候

一
今
般
御
沼
縁
通
り
被
遊
藻
浚
候
ニ
付
、
当
年
よ
り
三
ヶ
年
之
間
私
共
江
御
任
被

仰
付
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
取

（
所
カ
）藻
浚
人
足
小
休
之
時（
マ
マ
）々
、
御
益
筋
之
品
々
御

払
之
砌
り
ハ
五
分
上
納
五
分
之
儀
者
道
具
并
会
所
御
入
用
諸
雑
費
ニ
被　

下
置

候
様
願
之
通
り
被　

仰
付
冥
加
至
極
ニ
奉
存
候
、
尤
蓮
根
生
立
場
所
相
除
、
御

障
り
不
相
成
候
様
可
仕
、
当
御
掛
り
御
役
人
中
様
御
下
知
堅
相
守
精
々
可
仕

候
、
依
之
御
請
書
奉
差
上
候
、
以
上

　
　

安
政
四
丙
巳
年
六
月
廿
三
日　
　
　
　
　

松
原
村
願
人
惣
代栄

次
郎　
　
　
　

羽
附
村
願
人
惣
代　
　
　
　
　
　

六
兵
衛　
　
　
　

同　

佐
太
郎　
　
　
　

同　

石
蔵　
　
　
　
　

同　

栄
吉　
　
　
　
　

当
郷
村
願
人
惣
代　
　
　
　
　
　

　
　

御
沼
掛
り
御
役
人
中
様

前
書
之
通
相
違
無
御
座
候
、
依
之
奥
印
仕
候
、
以
上

松
原
村
名
主　

瀬
山
鉄
右
衛
門　
　
　
　

羽
附
村
名
主　

田
部
井
清
左
衛
門　
　
　

同
村
名
主　
　

小
川
喜
兵
衛　
　
　
　
　

土
橋
村
名
主　

町
田
広
十
郎　
　
　
　
　

す
な
わ
ち
、
安
政
四
年（
一
八
五
七
）六
月
、
松
原
村
・
羽
附
村
・
当
郷
村
百
姓
は
城

沼
の
藻
浚
い
を
三
年
の
期
限
で
請
け
負
う
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
。
本
史
料
に
よ
る
と
、

藻
浚
い
に
よ
り
「
御
益
筋
之
品
々
」
が
確
保
で
き
、
そ
れ
が
払
い
下
げ
ら
れ
た
。
利
益

配
分
の
条
件
は
請
負
人
と
藩
の
折
半
で
あ
っ
た
。
本
事
例
よ
り
藻
類
は
一
定
の
価
値
を

有
し
、
村
人
側
か
ら
藻
浚
い
の
請
負
を
願
い
出
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。先

述
の
通
り
、
城
沼
に
は
産
物
と
な
る
植
物
や
藻
類
が
生
息
し
て
い
た
。
ま
た
、
繰

り
返
し
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
は
肥
料
と
し
て
利
用
可
能
で
あ
っ
た
。
近
隣
の
多
々
良
沼

で
も
、
採
取
さ
れ
た
藻
・
泥
は
肥
料
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
沼
で
は
レ
ン
コ
ン

が
栽
培
さ
れ
て
い
る
区
域
の
一
部
が
、
村
中
の
者
に
よ
り
藻
草
・
泥
の
採
取
が
行
え
る

場
と
な
っ
て
い
た
。
藻
浚
い
は
レ
ン
コ
ン
栽
培
と
の
関
係（
水
温
や
日
照
確
保
）も
想
定
さ

れ
る
。
実
際
、
史
料
8
で
は
城
沼
で
の
藻
浚
い
に
際
し
て
、「
尤
蓮
根
生
立
場
所
相
除
、

御
障
り
不
相
成
候
様
」
と
あ
る
通
り
、
レ
ン
コ
ン
生
立
場
を
除
い
て
領
主
の
差
し
障
り

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
誓
約
し
て
い
る
。

秋
・
冬
の
沼
で
も
藩
主
導
で
ヨ
シ
・
カ
ヤ
刈
り
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
天
保
八
年

（
一
八
三
七
）の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。

（
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近
世
「
溜
沼
」
の
機
能
と
環
境
維
持

五
〇

【
史
料
9
】

（
一
〇
月
二
八
日
条
）

廿
六
日
落

一
御
沼
葭
萱
刈
、
明
廿
七
日
相
済
候
迄
、
立
合
下
目
付
壱
人
ツ
ヽ
朝
五
ッ
時
罷
出

候
様
、
御
沙
汰
之
趣
ヲ
以
、
御
引
合
有
之

（
一
一
月
八
日
条
）

一
御
沼
葭
萱
刈
下
目
付
立
合
之
儀
、
当
時
御
人
少
、
且
、
土
手
草
或
者
御
林
等
ニ

准
し
見
候
へ
者
、
い
つ
れ
に
も
立
合
者
無
之
候
而
も
冝
哉
与
、
評
儀
之
上
、
御

月
番
江
申
上
候
処
、
御
聞
済
ニ
付
、
其
旨
御
普
請
懸
江
引
合
、
割
懸
江
相
達

一
右
葭
刈
立
合
之
義
相
止
候
へ
と
も
、
折
々
屑
葭
為
捨
候
間
、
其
節
御
普
請
方
引

合
有
之
候
ハ
ヽ
、
下
目
付
壱
人
遣
出
候
様
、
御
月
番
津
川
矢
柄
殿
御
沙
汰

（
一
一
月
一
三
日
条
）

一
葭
萱
屑
之
分
御
払
ニ
相
成
候
ニ
付
、
明
十
四
日
、
立
合
下
目
付
壱
人
罷
出
候
様
、 

大
橋
宇
助
引
合 

季
節
的
に
は
枯
れ
た
状
態
の
も
の
を
採
取
す
る
た
め
、
屋
根
材
・
筵
・
縄
な
ど
の
素

材
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、「
御
払
」
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
沼
の
ヨ

シ
・
カ
ヤ
が
藩
の
収
入
源
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
藩
が
秋
・
冬
季
に
ヨ
シ
・
カ

ヤ
刈
り
を
行
う
さ
い
、
次
の
史
料
に
あ
る
通
り
、
村
々
か
ら
人
足
を
徴
発
し
て
い
る
。

【
史
料
10
】

一
人
足
拾
八
人　
　

四
ツ
谷
村

　
　
　

内

三
人
ツ
　ヽ

十
一
月
五
日
ゟ
十
日
日
々
当
郷
村
地
崎
杉
崎
江
可
差
出
候
、
尤
雨
天

日
送
り

右
者
来
ル
五
日
ゟ
御
沼
茅
苅
ニ
付
朝
六
ツ
半
時
無
遅
滞
書
面
之
人
足
可
差
出
候
、

尤
雨
天
日
送
候
間
、
得
其
意
此
書
面
追
而
可
戻
候
、
以
上

　
　
（
年
未
詳
）十
一
月
二
日　
　
　
　
　

相
曾
幸
平

　
　
　

右
村
名
主
方

右
の
史
料
に
よ
る
と
、
一
一
月
五
日
か
ら
一
〇
日
に
予
定
さ
れ
た
カ
ヤ
刈
り
の
た

め
、
四
ツ
谷
村
に
は
一
八
人
の
人
足
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。
一
八
人
は
一
日
に
出
す
人

足
で
は
な
く
、
六
日
間
の
合
計
で
あ
り
、
一
日
あ
た
り
三
人
が
出
勤
す
る
よ
う
に
命
じ

ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
羽
附
村
の
御
用
留
に
は
秋
・
冬
の
人
足
徴
発
に
関
す
る
廻
状

を
確
認
で
き
な
い
。
夏
季
の
城
内
で
の
作
業
に
人
足
を
負
担
す
る
村
と
範
囲
が
異
な
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
人
足
に
も
、
賃
銭
が
支
給
さ
れ
て
い
た
。

【
史
料
11
】

　
　
　
　
　

覚

一
拾
〆
拾
五
文　
　
　
　

羽
付
村

一
八
百
六
拾
三
文　
　
　

松
原
村

一
八
〆
三
百
六
拾
弐
文　

赤
生
田
村

一
六
〆
五
百
三
拾
七
文　

籾
谷
村

一
五
〆
三
百
拾
壱
文　
　

田
谷
村

一
壱
〆
八
百
廿
六
文　
　

四
ツ
谷
村

　
　

但
シ
人
足
壱
人
ニ
付
長（
丁
）銭
九
拾
弐
文
三
分
懸
り

右
者
当
子
御
沼
端
茅
苅
人
足
賃
銭
之
儀
、
来
ル
十
八
日
中
村
新
十
郎
方
ニ
而
取
立

い
た
し
候
間
、
無
相
違
御
持
参
可
被
候
、
此
廻
状
早
々
順
達
留
り
御
村
ゟ
御
返
シ

可
被
成
候
、
以
上

　
　

酉（
嘉
永
五
年
）
十
一
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
　

郷
割
元

　
　
　

前
書
村
々
御
名
主
中

（
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近
世
「
溜
沼
」
の
機
能
と
環
境
維
持

五
一

右
の
よ
う
に
、
複
数
の
村
か
ら
賃
銭
を
徴
収
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
負
担
し
た
の
は

右
の
六
ヶ
村
の
み
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
安
政
期
の
事
例
に
な
る
が
、
郷
割
元

が
出
し
た
藻
・
草
刈
賃
銭
徴
収
の
廻
状
で
は
、
宛
所
が
「
〆
十
八
ヶ
村
廻
り
右
村
々
御

名
主
中
」
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
村
が
負
担
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
三
）　

明
治
期
に
お
け
る
沼
で
の
藻
・
植
物
採
取

こ
こ
ま
で
主
に
近
世
後
期
か
ら
幕
末
期
の
状
況
を
見
て
き
た
が
、
参
考
と
し
て
若
干

時
代
が
下
っ
た
明
治
一
〇
年
代
の
様
子
も
見
て
お
こ
う
。
明
治
維
新
後
、
旧
館
林
藩
主

秋
元
家
は
城
沼
で
の
士
族
授
産
を
計
画
し
た
。
具
体
的
に
は
、
群
馬
県
か
ら
城
沼
を
借

用
し
、
明
治
一
七
年（
一
八
八
四
）か
ら
五
年
間
レ
ン
コ
ン
栽
培
と
養
鯉
を
実
施
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
明
治
一
八
年
以
降
葭
生
地
の
開
発
に
も
着
手
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
城
沼
周
辺
の
村
人
は
秋
元
家
に
藻
の
採
取
を
出
願
し
て
い

る
。

【
史
料
12
】

　
　
　
　
　
　

採
藻
免
許
願

私
共
儀
城
沼
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
諸
則
等
屹
度
遵
守
可
仕
候
間
、
同
沼
ニ
於
テ
採
藻

之
儀
御
免
許
ノ
上
、
鑑
札
御
下
附
被
成
下
度
、
此
段
奉
願
上
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

群
馬
県
邑
楽
郡
当
郷
村
并
館
林
町

　

明
治
十
八
年
三
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
塚
三
郎
治
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
野
義
市
代
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
六
名
略
）

　
　

秋
元
家
水
産
掛
り
御
中

本
史
料
は
藻
の
み
の
採
取
を
村
人
が
出
願
し
た
も
の
で
、
二
五
人
以
上
の
人
間
が
採

取
を
願
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
期
に
も
需
要
が
高
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
な

お
、
大
正
期
の
記
録
で
は
、
肥
料
用
の
藻
が
城
沼
の
水
産
物
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
夏
季
に
も
ヨ
シ
な
ど
が
状
況
に
応
じ
て
肥
料
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

【
史
料
13
】 

　
　
　
　

葭
生
地
茅
葭
苅
取
伺

邑
楽
郡
当
郷
村　
　

一
葭
生
地
六
町
五
反
九
畝
拾
分

右
者
当
郷
村
地
先
前
書
葭
生
地
反
別
五
ケ
年
間
、
当
郷
村
ヘ
拝
借
相
成
居
候
分
、

年
々
冬
季
ニ
至
リ
葭
草
苅
取
来
候
処
、
当
郷
村
之
儀
ハ
客
月
廿
日
之
降
雹
ニ
テ
意

外
之
雹
害
ヲ
蒙
リ
田
肥
之
為
メ
作
付
候
蚕
豆
之
如
ハ
皆
無
ニ
相
成
、
小
前
之
者
田

肥
ニ
差
支
候
間
、
前
書
之
反
別
ニ
生
シ
タ
ル
茅
葭
苅
取
田
肥
ニ
仕
可
然
哉
、
依
テ

何
分
之
御
指
揮
ヲ
仰
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
郷
村
戸
長
代
理

　
　

明
治
十
八
年
六
月
四〻三
日�

用
係　

田
中
菊
治
㊞　
　

　
　
　

秋
元
興
朝
殿
代
理

　
　
　
　
　

村
山
具
胆
殿

書
面
御
照
会
之
儀
沼
葭
生
地
六
町
九
畝
拾
歩
、
予
テ
貸
与
致
し
置
き
、
町
歩
ヘ
生

ス
ル
茅
葭
草
苅
取
之
義
者
本
年
ニ
限
リ
承
諾
致
シ
然
レ
ト
モ
冥
加
金
ニ
算
係
ヲ
有

ス
ル
義
者
為
念
御
注
意
申
置
キ
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
山
具
胆
代
理

　
　

十
八
年
六
月
五
日�

山
田
烏
兎
二
印　
　
　
　

　
　
　
　

当
郷
村
戸
長
代
理

　
　
　
　
　
　
　

用
係

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
菊
治
殿

（
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近
世
「
溜
沼
」
の
機
能
と
環
境
維
持

五
二

本
史
料
に
よ
る
と
、
当
郷
村
は
秋
元
家
か
ら
拝
借
し
た
地
で
冬
季
に
ヨ
シ
刈
り
を

行
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
屋
根
材
や
筵
の
製
作
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
明

治
一
八
年
に
は
肥
料
用
に
栽
培
し
て
い
た
ソ
ラ
マ
メ
が
雹
害
で
採
取
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
、
夏
季
に
拝
借
地
の
カ
ヤ
・
ヨ
シ
を
肥
料
と
し
て
刈
り
取
り
た
い
と
出
願
し
許

可
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
該
期
に
も
沼
の
藻
や
植
物
は
人
々
に
と
っ
て
重
要

な
資
源
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四　

城
沼
の
管
理
に
関
わ
る
役
人

館
林
藩
は
譜
代
大
名
が
入
れ
替
わ
り
藩
主
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
ま
と
ま
っ
た
分
限

帳
が
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
城
沼
の
管
理
に
関
わ
っ
た
役
人
に
つ

い
て
は
、
不
明
な
点
が
多
い
。
最
後
に
な
る
が
、
本
稿
で
の
検
討
か
ら
判
明
す
る
限

り
、
城
沼
の
管
理
に
関
わ
っ
た
役
人
を
町
・
村
方
も
含
め
て
整
理
し
て
お
く
。

ま
ず
、
天
保
八
年（
一
八
三
七
）の
「
非
番
月
日
記
」
か
ら
、
城
沼
で
の
秋
・
冬
の
ヨ

シ
・
カ
ヤ
刈
り
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
ヨ
シ
・
カ
ヤ
刈
り
を
主
導
す
る
の
は
沼
葭
萱

刈
下
懸
と
い
う
役
職
で
あ
っ
た
。
同
懸
は
、
御
普
請
手
代
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
藩
の
下
目
付
は
ヨ
シ
・
カ
ヤ
刈
り
に
立
ち
会
う
こ
と
が
職
務
の
一
つ
だ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
同
年
一
一
月
八
日
に
は
人
員
不
足
で
下
目
付
が
立
ち
会
え
な
い
た
め
、

「
折
々
屑
葭
為
捨
候
間
、
其
節
御
普
請
方
ゟ
引
合
有
之
候
ハ
ヽ
、
下
目
付
壱
人
遣
出
候

様
」
と
の
記
録
が
あ
り
、
具
体
的
に
は
採
取
し
た
ヨ
シ
・
カ
ヤ
の
処
分
を
確
認
す
る
立

場
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
外
的
な
事
例
の
よ
う
で
あ
る
が
、
同
年
は
下
目
付
が
、

役
人
の
不
足
の
た
め
沼
廻
り
も
兼
役
と
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
文
字
通
り
沼
の
監

察
を
行
う
役
職
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
、
夏
季
の
城
中
に
お
け
る
草
刈
・
浚
渫
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
稿
が
主
に
対

象
と
し
た
時
期
の
状
況
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
以
前
の
例
を
紹
介
す
る
。
越
智
松

平
家
藩
主
時
代
の
享
保
期
に
は
、
給
人
や
物
頭
が
掘
浚
奉
行
に
就
任
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
越
智
松
平
家
が
藩
主
で
あ
っ
た
文
政
期
の
例
で
は
、
史
料
7
に

示
し
た
通
り
、
郡
役
所
が
人
足
の
差
し
出
し
を
命
じ
て
い
る
。
な
お
、
城
沼
で
の
藻
浚

い
に
つ
い
て
は
、
秋
元
家
時
代
の
史
料
8
に
あ
る
通
り
、
沼
掛
り
が
管
轄
し
て
い
た
。

ヨ
シ
・
カ
ヤ
刈
り
の
人
足
賃
の
徴
収
に
関
わ
る
役
人
と
し
て
、
郷
割
元
が
存
在
し

た
。
史
料
6
・
11
な
ど
の
廻
状
の
差
し
出
し
な
ど
に
名
前
が
見
え
る
が
、『
近
世
館
林

の
歴
史
』
に
お
い
て
「
郷
村
支
配
の
た
め
の
中
間
機
構
と
し
て
館
林
町
の
有
力
者
が
任

命
さ
れ
た
役
職
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
館
林
藩
史
料
」
に
よ
る
と
、
郷
割
元
と
し
て
塚
場
町
中
村
庄
左
衛
門
、
町
年
寄
古

山
鷲
次
郎
、
足
利
町
田
部
井
周
作
の
三
名
を
確
認
で
き
る
。
中
村
は
谷
越
村
、
古
山
は

新
宿
村
、
田
部
井
は
当
郷
村
・
成
島
村
の
名
主
も
兼
ね
て
お
り
、
村
方
と
の
関
係
も
深

い
存
在
と
理
解
で
き
る
。
さ
ら
に
彼
ら
三
人
の
職
掌
に
つ
い
て
も
記
述
が
存
在
す
る
の

で
、
次
に
掲
げ
る
。

【
史
料
14
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
庄
左
衛
門

一
弐
人
扶
持
ツ
　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　

田
部
井
周
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
山
鷲
次
郎

右
は
町
方
居
住
之
者
ニ
而
領
分
村
ニ
よ
り
用
事
有
之
罷
出
候
村
役
人
共
為
致
旅
宿

来
申
候
、
且
又
村
々
訴
訟
出
入
等
有
之
吟
味
之
節
ハ
村
方
支
配
役
所
江
呼
出
置
為

取
扱
申
候
、
其
外
都
而
村
ニ
取
締
之
儀
兼
而
申
付
置
田
方
植
付
并
草
耕
見
分
之
節

も
代
官
共
手
ニ
付
帯
刀
ニ
而
出
役
い
た
し
田
方
之
世
話
為
来
申
候
、
依
之
扶
持
方

遣
置
申
候
、
尤
格
別
遠
村
為
致
出
役
候
節
ハ
別
段
手
当
遣
申
候

右
の
記
述
に
よ
る
と
、
郷
割
元
は
村
役
人
が
城
下
町
へ
出
張
し
た
時
の
宿
泊
地
に
な

（
51
）

（
52
）

（
53
）

（
54
）
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五
三

る
ほ
か
、
訴
訟
時
の
呼
び
出
し
、
村
方
の
取
締
り
、
農
耕
に
関
す
る
職
務
を
主
と
し
、

田
植
え
な
ど
の
見
分
時
に
は
帯
刀
も
許
さ
れ
た
役
職
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
彼
ら

が
人
足
賃
銭
の
徴
収
に
関
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
村
々
の
賃
銭
持
参
先
は
史
料

6
・
11
の
よ
う
に
中
村
姓
や
、
他
の
例
で
は
古
山
姓
も
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
郷
割

元
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

近
世
中
期
以
降
、
城
沼
で
は
新
田
開
発
が
行
わ
れ
た
。
幕
末
期
に
は
こ
れ
ら
の
土
地

を
管
轄
す
る
新
開
掛
と
世
話
役（
百
姓
身
分
）を
確
認
で
き
る
。羽
附
村
の
御
用
留
に
よ
る

と
、
嘉
永
五
年
一
〇
月
に
新
開
掛
は
村
に
対
し
「
兼
而
願
済
相
成
候
御
沼
渕
通
リ
葭
萱

当
役
所
ゟ
及
沙
汰
候
迄
可
被
致
鎌
留
候
」
と
命
令
し
て
お
り
、
沼
辺
の
ヨ
シ
・
カ
ヤ
の

採
取
に
つ
い
て
も
指
示
が
出
せ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

ま
た
、
城
沼
の
新
開
場
の
維
持
に
と
っ
て
重
要
な
羽
附
村
の
二
段
樋
か
ら
の
排
水
な

ど
に
つ
い
て
は
、
二
で
指
摘
し
た
通
り
代
官
が
関
与
し
て
い
た
。

以
上
の
通
り
、
城
沼
や
沼
辺
の
支
配
・
管
理
は
、
同
じ
く
肥
料
な
ど
の
採
取
地
で
も

あ
っ
た
御
林
の
よ
う
に
、
一
つ
の
役
筋
の
み
で
は
完
結
し
な
い
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
よ
り
詳
細
な
整
理
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

お　

わ　

り　

に

城
沼
は
城
の
要
害
・
舟
運
路
・
用
水
源
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
以
上
に
加

え
、
本
稿
で
は
嘉
永
四
年
の
羽
附
村
で
の
水
害
の
事
例
か
ら
、
も
う
一
つ
の
機
能
を
あ

き
ら
か
に
し
た
。

幕
末
期
の
城
沼
で
は
レ
ン
コ
ン
栽
培
と
新
開
地
耕
作
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
特
定
の
時

期
を
除
い
て
閉
め
て
い
た
二
段
樋
を
通
年
で
開
放
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

沼
の
水
位
は
低
下
し
、
羽
附
村
で
は
旱
害
時
に
は
水
不
足
、
長
雨
の
年
は
水
害
を
こ
う

（
55
）

（
56
）

（
57
）

む
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
城
沼
は
用
水
源
で
あ
る
と
と
も
に
調
節
池
で
も
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
溜
沼
と
い
う
概
念
に
は
、
貯
水
池
機
能
の
み
持
つ
も
の
と
、
そ
れ
に
加

え
て
調
節
池
機
能
も
有
す
る
も
の
の
二
類
系
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
後
者
の
開

発
な
ど
に
よ
る
貯
水
能
力
の
低
下
は
、
下
流
の
用
水
不
足
と
水
害
の
リ
ス
ク
を
高
め
る

こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

城
沼
で
は
ヨ
シ
・
カ
ヤ
刈
り
や
藻
浚
い
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
行
為
は
、
用
水

確
保
と
環
境
保
全
の
効
果
も
あ
っ
た
こ
と
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
資

源
採
取
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
季
節
に
応
じ
て
ヨ
シ
・
カ
ヤ
刈
り
の
目
的
が
異
な
っ

た
。
夏
季
に
お
け
る
城
内
で
の
採
取
の
人
足
は
領
民
か
ら
集
め
ら
れ
た
が
、
彼
ら
の
居

村
の
多
く
が
御
林
・
野
銭
林
が
な
く
、
中
に
は
大
谷
原
の
草
札
を
有
す
る
村
も
あ
り
、

秣
の
採
取
が
十
分
に
行
え
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
採
取
物
な
ど
は
肥
料

源
と
し
て
人
足
等
に
有
償
無
償
で
払
い
下
げ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
秋
・
冬
季
に
お
い

て
は
、
植
物
は
茎
や
葉
か
ら
水
分
が
失
わ
れ
て
お
り
、
建
築
や
産
物
の
材
料
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
藩
は
こ
の
季
節
の
採
取
物
に
つ
い
て
も
、
払
下
げ
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
藩
に
と
っ
て
収
入
源
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
沼
・
堀
や
土
居
の
機
能
や
環

境
維
持
の
効
果
も
あ
る
藻
・
植
物
・
泥
の
採
取
は
、
同
時
に
領
主
・
領
民
に
と
っ
て
資

源
の
確
保
の
機
会
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
城
沼
の
利
用
・
管
理
に
は
複
数
の
藩
の
役
職
が
関
与
し
て
お
り
複
雑
で
あ
る

た
め
、
本
稿
で
は
十
分
解
明
し
き
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
城
内
で
の
草
刈
り
・
藻
浚
い

の
制
度
も
時
期
に
よ
り
変
化
を
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
詳
細
を
解
明
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
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註（
1
）　

佐
野
静
代
『
中
近
世
の
村
落
と
水
辺
の
環
境
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）、
同
『
中

近
世
の
生
業
と
里
湖
の
環
境
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）、
同
『
外
来
植
物
が
変
え
た

江
戸
時
代
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
）、
平
野
哲
也
「
沼
の
生
業
の
多
様
性
と
持
続
性
―

江
戸
時
代
の
下
野
国
越
名
沼
を
対
象
に
―
」（
山
本
隆
志
編
『
日
本
中
世
政
治
文
化
論
の
射
程
』

（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
））な
ど
。

（
2
）　
『
館
林
市
史
別
巻　

館
林
の
里
沼
』（
二
〇
二
二
年
）。

（
3
）　

前
掲
佐
野
著
書
二
〇
〇
八
。

（
4
）　
『
館
林
市
誌
』（
一
九
六
九
年
）、『
館
林
市
史
通
史
編
2　

近
世
館
林
の
歴
史
』（
二
〇
一
六

年
）、
前
掲
『
館
林
の
里
沼
』。

（
5
）　

佐
野
孝
之
「
消
え
た
沼
、
残
っ
た
沼
―
近
世
館
林
の
沼
事
情
―
」（
地
方
史
研
究
協
議
会
編

『〝
川
合
〟
と
「
里
沼
」
―
利
根
川
・
渡
良
瀬
川
合
流
域
の
歴
史
像
―
』
雄
山
閣
、
二
〇
二
四

年
）。

（
6
）　

前
掲
佐
野
著
書
二
〇
〇
八
。

（
7
）　

近
代
の
城
沼
で
は
藻
草
・
泥
の
採
取
が
水
産
業
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
近
世
か
ら
近
代

に
か
け
て
近
隣
の
沼
で
も
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
確
認
で
き
る（
前
掲
『
館
林
の
里
沼
』、
拙
稿

「
上
野
国
多
々
良
沼
に
お
け
る
肥
料
採
取
―
19
世
紀
中
葉
を
中
心
に
―
」〔
島
村
健
・
大
久
保
邦

彦
・
清
水
晶
紀
・
筑
紫
圭
一
・
原
島
良
成
編
『
環
境
法
の
開
拓
線
』、
第
一
法
規
出
版
、

二
〇
二
三
年
〕、
同
「
葭
・
藻
草
・
泥
の
採
取
と
沼
の
「
環
境
」
―
一
九
世
紀
中
葉
〜
二
〇
世

紀
初
頭
を
中
心
に
―
」〔
前
掲
『〝
川
合
〟
と
「
里
沼
」
―
利
根
川
・
渡
良
瀬
川
合
流
域
の
歴
史

像
―
』〕）。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
関
東
地
方
に
留
ま
ら
な
い
。
石
川
県
柴
山
潟
の
事
例
で
は

明
治
四
〇
年（
一
九
〇
七
）の
水
産
物
水
揚
げ
額
の
う
ち
、
重
量
的
に
は
七
〇
％
が
水
草
で
、
金

額
も
フ
ナ
に
次
ぐ
二
位
で
あ
り
、
重
要
な
資
源
で
あ
っ
た
。
な
お
、
本
研
究
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
水
産
物
の
統
計
で
は
、
一
八
種
類
の
魚
類
・
甲
殻
類
・
貝
類
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（
宮

下
直
・
西
廣
淳
編
『
人
と
生
態
系
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
5　

河
川
の
歴
史
と
未
来
』
朝
倉
書
店
、

二
〇
二
一
年
）。

（
8
）　

前
掲
『
館
林
の
里
沼
』。

（
9
）　

前
掲
『
館
林
の
里
沼
』。
同
書
に
よ
れ
ば
、
一
八
世
紀
半
ば
に
は
開
発
を
確
認
で
き
る
。

（
10
）　

前
掲
『
館
林
の
里
沼
』。

（
11
）　

以
下
、
松
原
村
・
羽
附
村
・
当
郷
村
の
村
高
・
反
別
は
「
封
内
経
界
図
誌
」、
農
間
余
業

は
安
政
二
年
「
館
林
町
寄
場
組
合
村
々
地
頭
姓
名
等
書
上
帳
」
に
よ
る（
と
も
に
『
館
林
市
史

　

資
料
編
4
近
世
Ⅱ 

館
林
の
城
下
町
と
村
』
二
〇
〇
九
年
）。
な
お
、
谷
越
村
は
「
封
内
経
界

図
誌
」
の
村
絵
図
に
城
沼
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
で
除
外
し
た
。

（
12
）　

前
掲
『
館
林
の
里
沼
』。

（
13
）　

た
だ
し
、
沼
辺
の
土
地
は
不
安
定
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
地
目
が
沼
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
宝
暦
六
年
七
月
「
上
州
邑
楽
郡
羽
附
村
指
出
帳
」（
森
田
良
一
家
文
書
4
）に
は
、
宝

暦
期
の
状
況
と
し
て
次
の
記
述
を
確
認
で
き
る
。

一
葭
谷
弐
町
三
反
九
畝
六
歩

是
ハ
右
同
断（
享
保
一
七
年
カ
―
括
弧
内
筆
者
注
）御
取
上
ヶ
御
城
沼
ニ
成

　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
略
）

一
葭
場
見
取
畑
五
反
八
畝
廿
五
歩　
　
　
　

三
軒
谷

是
ハ
三
拾
弐
ヶ
年
已
前
申
年
御
取
上
ヶ
御
沼
ニ
成

（
14
）　

前
掲
『
館
林
の
里
沼
』、
前
掲
「
封
内
経
界
図
誌
」、
宝
永
四
年
六
月
「
羽
附
村
明
細
帳
」

（
前
掲
『
館
林
市
史　

資
料
編
4
』）、
前
掲
森
田
家
文
書
4
。

（
15
）　

前
掲
「
館
林
町
寄
場
組
合
村
々
地
頭
姓
名
等
書
上
帳
」。

（
16
）　

前
掲
『
館
林
市
誌
』。

（
17
）　

寺
田
家
文
書
B
─4
。
寺
田
家
は
成
島
村
の
村
役
人
の
家
で
あ
る
。「
在
方
覚
」
は
江
戸
幕

府
代
官
池
田
富と
み

明あ
き
らの

役
所
が
享
保
二
〇
年（
一
七
三
五
）に
作
成
し
た
も
の
の
写
し
と
思
わ
れ

る
。
池
田
は
享
保
一
九
年
に
館
林
藩
主
太
田
資
晴
が
大
坂
城
代
に
な
っ
た
た
め
、
幕
府
預
り
地

と
な
っ
た
館
林
藩
領
の
支
配
を
担
っ
た
代
官
で
あ
る（『
館
林
市
史
別
巻　

館
林
歴
史
人
物
事

典
』〔
二
〇
二
四
年
〕）。

（
18
）　

井
上
家
野
時
代
の
事
例
は
前
掲
『
館
林
市
誌
』、
安
政
二
年
の
事
例
は
前
掲
『
館
林
の
里

沼
』
に
よ
る
。
な
お
、
井
上
家
時
代
に
つ
い
て
は
弘
化
三
年（
一
八
四
六
）の
史
料
に
基
づ
く
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）　

前
掲
『
館
林
の
里
沼
』
で
は
、
成
島
村
・
木
戸
村
が
藩
の
薪
運
送
負
担
を
請
け
負
う
代
わ

り
に
藻
浚
い
を
免
除
さ
れ
て
い
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
二
重
役
負
担
を
避
け
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
藻
浚
い
、
草
刈
り
人
足
の
負
担
村
が
変
動
し
た
の
で
あ
ろ
う
。



近
世
「
溜
沼
」
の
機
能
と
環
境
維
持

五
五

（
20
）　
「
館
林
藩
史
料
」（『
館
林
双
書
』
第
9
巻
、
一
九
七
九
年
）。

（
21
）　

前
掲
寺
田
家
文
書
B
─4
。

（
22
）　

前
掲
拙
稿
二
〇
二
三
。

（
23
）　

前
掲
宮
下
・
西
廣
編
著
。

（
24
）　

高
木
久
史
『
戦
国
日
本
の
生
態
系
』（
講
談
社
、
二
〇
二
三
年
）。
な
お
、
同
書
に
よ
る
と
、

屋
根
材
の
萱
は
晩
秋
か
ら
冬
の
枯
れ
て
水
分
・
養
分
が
少
な
い
も
の
を
収
穫
す
る
。

（
25
）　

田
部
井
英
明
家
文
書
64　

嘉
永
四
年
「
御
用
留（
三
）」。

（
26
）　

前
掲
「
羽
附
村
明
細
帳
」。

（
27
）　

前
掲
田
部
井
家
64
。

（
28
）　

前
掲
田
部
井
家
64
。

（
29
）　

嘉
永
期
の
藩
主
は
秋
元
志ゆ
き

朝と
も

で
先
代
は
井
上
正
春
、
先
々
代
は
松
平
斉
厚（
天
保
七
年
ま

で
藩
主
）と
な
る（
前
掲
『
近
世
館
林
の
歴
史
』）。

（
30
）　

田
部
井
英
明
家
文
書
66　

嘉
永
五
年
「
御
用
留（
五
）」。

（
31
）　

前
掲
田
部
井
家
66
。

（
32
）　

年
不
詳
「
中
小
姓
分
限
帳（
抄
）」（『
館
林
市
史　

資
料
編
3　

近
世
Ⅰ
館
林
の
大
名
と
藩

政
』
2
―
20
史
料
〔
二
〇
一
三
年
〕）。
秋
元
家
の
代
官
は
、
館
林
藩
時
代
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
が
、
山
形
藩
時
代
は
町
郡
奉
行
の
支
配
で
あ
っ
た（
天
保
一
一
年
「
諸
向
役
席
順
」（
前
掲

『
館
林
市
史　

資
料
編
3
』
2
―
19
史
料
）。
な
お
、
前
年
八
月
に
林
守
加
役
の
任
命
者
と
し
て

確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
代
官
は
林
守
の
任
免
権
も
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（
前
掲
田
部
井

家
64
）。

（
33
）　

こ
の
よ
う
は
条
件
の
あ
る
城
沼
の
新
開
場
は
幕
末
期
に
お
い
て
も
不
安
定
で
、
再
開
発
を

確
認
で
き
る（『
館
林
の
里
沼
』）。

（
34
）　

前
掲
田
部
井
家
64
。

（
35
）　

前
掲
高
木
著
書
、
前
掲
平
野
論
文
。

（
36
）　

田
部
井
英
明
家
文
書
58
・
59　

文
政
四
年
「
御
用
・
御
廻
状
留
」。

（
37
）　

前
掲
『
館
林
市
誌
』。

（
38
）　
【
参
考
史
料
】
坂
村
家
B
─647　

年
未
詳
「（
萱
・
葭
代
覚
帳
）」（
坂
村
家
は
四
谷
村
の
村
役

人
で
あ
る
）。

三
ノ
丸
下　
　

足
次
村

一
萱
五
百
五
拾
六
束

一
葭
百
三
拾
六
束

〆弐
ノ
丸
下　
　

江
口
村

一
萱
弐
百
三
拾
弐
束

一
葭
拾
九
束

〆萱
七
百
八
十
八
束

　
　

内
百
束
引

　

六
百
八
十
八
束

幸（
マ
マ
）左

〆
百
十
四
余
束

　

代
金
三
分
弐
朱

　
　
　

永
七
十
五
文

　
　
　

銭
五
百
八
文

葭
五
十
五
束

　
　

内
三
十
束
引

　

弐
十
五
束

　
　

三
貫
百
廿
四
文

　
　

金
壱
分
弐
朱
ト
六
百
八
十
一
文

二
口
〆
金
壱
両
一
分
ト
壱
〆
百
八
十
九
文

「
金（
異
筆
）

壱
両
弐
朱
也　

当
郷
前
通
り
」

　
　

鼡（
マ
マ
）毛

惣
〆
金
三
両
弐
分
ト
壱
〆
七
百
八
十
八
文

　
　
　

三
両
三
分
ト
百
五
十
七
文

　
　
　
　

覚　
　

四
ツ
谷
残

八
幡
下　
　
　
　
　

中
野
村

一
萱
五
百
四
拾
八
束

一
葭
弐
百
四
拾
四
束

一
屑
萱
弐
百
三
拾
束



近
世
「
溜
沼
」
の
機
能
と
環
境
維
持

五
六

〆
　
　
　
　
　

四
ツ
谷
残

稲
荷
下　
　
　
　

上
早
川
田

一
萱
百
五
拾
束

一
葭
拾
六
束

〆
　
　
　
　
　
　

四
ツ
谷
残

同
所　
　
　
　
　

下
早
川
田

一
萱
弐
百
拾
六
束

一
葭
弐
拾
六
束

一
屑
萱
九
束

〆
萱
九
百
拾
六
束

代
金
壱
両
壱
分
ト
百
四
十
文

　

葭
弐
百
七
十
八
束

　
　

代
壱
〆
七
百
四
十
八
文

　
　

金
壱
分
ト
弐
百
四
十
八
文

　

〆
金
弐
両
壱
分
ト
三
百
八
十
八
文

（
39
）　

例
え
ば
、
田
部
井
英
明
家
文
書
74
安
政
三
年
「
御
用
留
」
に
は
次
の
廻
状
を
確
認
で
き
る
。

　
　
　

覚

其
村
々
組
合
伊
谷
田
堀
藻
苅
之
儀
、
来
ル
十
八
日
中
ニ
人
足
差
出
、
村
役
人
宰
領
い
た

し
、
藻
草
者
勿
論
両
縁
生
立
候
竹
木
其
外
都
而
水
行
差
障
可
相
成
分
入
念
無
残
刈
払
、

丁
場
限
り
藻
留
い
た
し
、
其
場
所
江
取
揚
置
、
決
而
刈
流
致
間
敷
、
御
見
分
日
限
之
儀

者
猶
申
達
候
条
得
其
意
、
此
廻
状
早
々
順
達
留
村
ゟ
可
相
返
候
、
以
上

　

辰
六
月
十
三
日　
　
　
　
　

御
普
請
役　

蓮
見
音
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
納
鉄
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吟
味
方
下
役　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
田
政
助

新
当
郷
ゟ
受
取
、
籾
谷
村
継
送
り
申
候
、
外
拾
六
ヶ
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村
々
名
主
中

（
40
）　

田
部
井
英
明
家
文
書
67　

嘉
永
五
年
「
御
用
留
」。

（
41
）　

田
部
井
英
明
家
文
書
75　

安
政
三
年
「
御
用
留
」。

（
42
）　

前
掲
拙
稿
二
〇
二
三
年
・
二
〇
二
四
年
。

（
43
）　

天
保
八
年（
一
八
三
七
）「
館
林
勤
中 

天
保
八
年
非
番
月
日
記
」（
前
掲
『
館
林
市
史　

資

料
編
3
』）。

（
44
）　

坂
村
家
B
─294　

年
未
詳
「（
御
沼
芽
苅
の
た
め
人
足
差
出
ニ
付
廻
状
）」。

（
45
）　

前
掲
田
部
井
家
67
。

（
46
）　

前
掲
田
部
井
家
75
。

（
47
）　

山
田
秀
穂
家
A
─28
─②
「
採
藻
免
許
願
」。

（
48
）　

明
治
一
九
年
の
例
で
は
、
四
三
枚
の
採
藻
鑑
札
を
発
行
し
て
い
る（
山
田
秀
穂
家
F
─10
明

治
一
八
年
三
月
「
城
沼
漁
魚
者
採
藻
者
人
名
簿
」）。
な
お
、
同
年
の
漁
業
鑑
札
は
五
〇
枚
で

あ
っ
た
。

（
49
）　

拙
稿
二
〇
二
四
年
。

（
50
）　

山
田
秀
穂
家
B
─12
「
葭
生
地
茅
葭
刈
取
伺
」。

（
51
）　

前
掲
「
天
保
8
年
非
番
月
日
記
」、
前
掲
『
館
林
の
里
沼
』。

（
52
）　

前
掲
『
館
林
の
里
沼
』。
そ
の
他
に
小
頭
・
軽
卒
も
下
役
と
し
て
関
与
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

（
53
）　

前
掲
田
部
井
家
58
・
59
。

（
54
）　

前
掲
「
館
林
藩
史
料
」。

（
55
）　

元
治
元
年（
一
八
六
四
）一
一
月
「
羽
附
村
御
沼
縁
再
開
発
籾
代
金
取
立
」（
前
掲
『
館
林
市

史　

資
料
編
4
』）。

（
56
）　

前
掲
田
部
家
66
。

（
57
）　

館
林
藩
の
御
林
管
理
に
関
す
る
役
人
は
、
林
奉
行
―
下
役（
以
上
、
家
中
が
就
任
）―
林
守

組
頭（
以
下
、
百
姓
が
就
任
）―
林
守
と
い
う
組
織
で
、
林
方
の
役
人
の
う
ち
か
ら
目
付
役
が
任

命
さ
れ
、
同
役
は
山
林
全
般
に
関
す
る
内
密
の
捜
査
を
行
っ
た（
拙
稿
「
館
林
藩
林
政
の
基
礎

的
考
察
」『
栃
木
史
学
』
24
、
二
〇
一
〇
年
）。


